
まえがき
令和 4年 6 月 27 日(月)、「公衆から信頼される

技術者になろう」と題して、第 12 回技術者倫理
フォーラム(以下、本フォーラム)をホテルポールス
ター札幌にて開催致しました。
新型コロナウイルス感染症対策のため、ホテル会

場とウェブ視聴によるハイブリット開催により実施
致しました。会場参加 53名、ウェブ視聴(Zoom)
30 名の方々にご参加いただきました。
本フォーラムでは、「公衆から信頼される技術者

になろう」をキーワードとして、それらに関する倫
理について基調講演や当倫理委員会における活動報
告を行いました。

1．基調講演
本フォーラムでは、京都大学大学院工学研究科社

会基盤工学専攻教授の木村亮氏(以下、木村教授)に
より「技術者として気概を持ち技術力を高めよう」と
題し、ご自身の経験や事例を交えながら技術者のあ
るべき姿について基調講演を頂きました。

(1)ご自身のプロフィール
木村教授のご紹介を致します。木村教授の専門

は、地盤基礎・基礎工学・トンネル工学で、京都大
学の教壇に立たれ学生からは「鬼軍曹」と呼ばれてい
ます。一方、認定 NPO 法人道普請人(みちぶしん
びと)の理事長をされています。道普請人は、開発
途上国の貧困削減に向けて、現地の人々と身近な穀
物用の袋材に土を詰め「土のう」とし、地面に並べ締
固め、丈夫な道路を人力によって道を直し、「自分た
ちの道は自分たちで直す」と言う意識を広める活動
をしています。この活動は、2022年度「京都ヒュー
マン賞」を受賞されています。
若いころは、自転車でサハラ砂漠縦断、カナダ横

断、メキシコ縦断、オーストラリア縦断、ニュージー
ランド一周、ヨーロッパ周遊などアグレッシブに世
界中を自転車で 5万キロ駆け回り 86か国を制覇し
てます。また、10年と 2か月間毎日 1本の日本映
画を鑑賞する(フォーラム開催時点で 3968 本)と
いったちょっと変わった一面もお持ちになる多才な
方で有ります。
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写真-1 フォーラム会場

写真-2 基調講演 木村教授(京都大学)



(2)技術者としての気概
木村教授は「発想の転換による技術開発は、でき

ないことをできるようにする」と言うのが木村教授
自身の気概で、研究者・技術者としての 3つの気概
は、①「新しい発想の技術」に惚れる心意気を持ち続
ける。②「面白いものは面白い」という考え方を大切
にする。③「誰もやってない事」をやる開拓者魂を発
揮する。
これらの 3つの気概を持ち、発想の転換によって

技術開発を行い土木の原点である「人々の暮らしを
豊かにする」いわゆる技術士倫理綱領の「公衆の利益
の優先」や「持続可能性の確保」に繋がる事が技術者
として重要である。
しかし、その発想の転換より生まれた技術の採用

ついては、既成概念等によってなかなか採用されな
いが、理にかなった技術は必ず使われるものである。
(3)鋼管集成橋脚の提案
阪神高速道路株式会社において、損傷制御設計を

適応した鋼管集成橋脚が採用されている。
これは、せ

ん断リングで
地震動を受け
て、せん断リ
ングが塑性変
形すること
で、鋼管柱は
弾性なので変
形しないた
め、せん断リ
ングだけを交
換できる構造
となっている。
(4)基礎構造の合理化
鋼管集成橋脚は、従来の橋脚と比較すると、せん

断パネルが塑性化することで柱基礎に発生するせん
断力が低減する。また、鋼管杭で荷重分散されてお
り、柱数と同数の杭基礎であればフーチングによる
荷重分配が不要になるため杭基礎を一体化できると
考え、杭基礎一体型の鋼管集成橋脚を提案したもの
である。

当時、杭基礎一体型の構造については、「フーチン
グのない下部構造はあり得ない」と言われたが、そ
もそも「発想の転換」をしているのだからそうなるの
だが、これらについては強く拒絶反応されたもの
だった。
(5)チェーンウォール工法の提案
チェーンウォール工法は、剛性の高い鋼製壁面材

に作用する土圧力、チェーンと盛土材の摩擦力によ
る引き抜き抵抗力と、支圧板の支圧抵抗力との釣合
いによる安定性の高い盛土を構築する補強土壁工法
である。さらに、補強材が線上の鋼材であるため、
敷設時における緊張を行う必要がない事や、チェー
ンは長尺でも丸めて搬入できるため、場所を取らず
取扱いも容易であることが特徴である。
工事実施の際、工法を覆す資料が提出されたが、

その出来栄えの悪さに愕然とした。覆しに来るので
あれば、説得性のある資料の作成ができる技術力を
身に着けることが重要と考える。
(6)大和川線訴訟の経緯と状況
阪神高速大和川線の常磐東ランプが本川と合流す

る「開削区間」で深さ 40m 超の立抗 2 基をニュー
マッチックケーソン工法で沈設し、立抗間を深さ
40m まで掘削した後、開削トンネルを構築して埋
め戻す工法であったが、立抗間の掘削工事の最中に、
背面の土圧と水圧に押されて内側に滑動もしくは転
倒する恐れがあったことから、大阪府と設計コンサ
ルタントの間で訴訟となった。

設計成果品で設計コンサルタントが大阪府に説明
した内容は「土留方式よりニューマッチックケーソ
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写真-3 鋼管集成橋脚

写真-4 開削区間(Web配信)



ンが優位である。さらに、ケーソン立抗は開削部側
が掘削されても安定性を損なわない」と説明してい
る。一審では「側面側開削時に滑動・転倒するおそ
れの検討は、設計コンサルタントの業務に含まれて
いない」と主張している。
これについては、設計している時点で開削区間が

ある事は当然知っているのではないか、そうなると
業務に含まれているか否かは関係なく、技術者倫理
的に対応すべきではなかったかと考えさせられるも
のである。
大阪府には、約 62憶円とその遅延損害金の損害

が発生した。一審判決の結果、設計コンサルタント
に約 2 億 2 千万円と年 5％の損害遅延金の支払い
が命じられ、これに対し大阪府は控訴している。
このように死亡事故が起こる可能性を担当技術者

が知っていたのであれば、その担当技術者は倫理観
がない。さらにその上司からの指示であれば、会社
全体が倫理観がないとなる。ぜひこのようなことに
ならないためにも「技術者として気概を持ち技術力
を高めよう」と訴えたい。

2．WG活動報告
旭川工業高等専門学校の倫理授業において、平成

26 年度から当倫理委員会と協同授業を実施してい
ます。その倫理授業の効果を図るため、道徳性発達
理論を用いで定量的に評価する手法について、小川
技術士を中心としたWG活動についてご報告しま
す。

(1)ローレンス・コールバーグの道徳性発達理論
倫理授業の受講者の「共同授業は勉強になりまし

たか？」とアンケートをしても、相手が期待する望
ましい回答をするバイアスが懸念されるため、ロー
レンス・コールバーグの道徳性発達理論に基づく各
段階への変化を引用し教育効果の定量把握に関する
試行を実施した。
道徳性発達理論とは、心理学者であるローセン

ス・コールズバーグ(1927-1987)が「ハインツの
ジレンマ」という創作事例を被験者に回答させ、そ
の回答によって道徳性の発達段階を分析し、道徳性
を分類した理論である。
それぞれの判断レベルは、①慣習以前のレベル

(第一段階：罪と服従への志向・第二段階：道具主
義的相対主義への志向)②慣習的レベル(第三段
階：対人的同調あるいは「良い子」への志向・第四
段階：「法と秩序」の維持への志向)③脱慣習的レ
ベル(第五段階：社会契約的遵法への志向・第六段
階：普遍的な倫理的原理への志向)と考えられてい
る。
【事例：ハインツのジレンマ】
『ヨーロッパで、1 人の女性がたいへん重い病気

のために死にかけていた。その病気は特殊なガン
だった。彼女の命を取りとめる可能性をもつと医者
の考えている薬があった。それはラジウムの一種で
あり、その薬を製造するのに要した費用の 10倍の
2000ドルの値段が、薬屋によってつけられていた。
病気の女性の夫であるハインツは、すべての知人か
らお金を借りようとしたが 1000 ドルしか集まら
なかった。ハインツは、薬屋に妻が死にかけている
事を話し「もっと安くしてくれないか？それでなけ
れば後払いにしてくれないか」と頼んだ。しかし薬
屋は「ダメだよ。私がその薬を見つけたんだし、そ
れで金儲けをするつもりだからね」と言った。ハイ
ンツは、思いつめ、妻の生命のために薬を盗みに薬
屋へ押し入った。ハインツはそうすべきだっただろ
うか？その理由は？』
これを用いて、『「設問 1」ハインツの行動は「間

違っている」それとも「間違っていない」でしょう
か？「設問 2」設問 1 で回答した理由について記述
してください。』というアンケートを令和元年 11月
19日に1回目、令和元年12月 3日に2回目のアン
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ケートを実施し、有効回答数は 72％(男性 18名、
女性 3名)であった。
(2)調査結果
設問 1(1 回目)：間違っている 14 人、間違ってい
ない 7名。(2 回目)：間違っている 15名、間違っ
ていない 6 名の変化があった。また、設問 2(1 回
目)の道徳性の分類では、対人同調と自己利益が各
4名、権利が 2名で罪と服従の分類はなかった。(2
回目)法秩序が 12 名と最も多く、対人同調が 4 名
自己利益が 2 名、権利が 3 名という変化が見られ
た。

(3)考察について
①意識変化の結果について
第 2 回、第 3 回の受講後に分類の段階に上昇が

見られる回答が 5件。また、受講により道徳性の段
階が降下する意識変化はなかった。意識変化及び判
断変化については、1回目に「2．自己利益」の分類
で「②間違っていない」と回答し、2回目に「3．対人

同調」の分類で「①間違っている」と回答した方が 1
名いた。この方は 1回目「配偶者の命がかかってお
り、思いつめた結果なので致し方ない」との回答が
2 回目では「助けたいのはわかるが、倫理的に必要
な責任力が間違ったものになっている。他者の事を
考えられない者に自分の望みをかなえることはでき
ないと思う」と、倫理的な回答に変化した。
(4)今後の課題
道徳性発達理論が「公平さの道徳性」であり「配慮

と責任の道徳性」を配慮していないとの考えが存在
すること。これは、ギリガンが「道徳性発達理論は
男性の発達経過を描くものである事、男性中心社会
で顕在的なものだけを取り上げて、その枠組みだけ
で発達を論じている。」と考え、「配慮と責任の道徳
性」を示し、この道徳では「何が公正なのか」ではな
く他者への共感や関係性に基づく判断がなされ、
個々の状況で一人一人を具体的に尊重し、配慮され
る必要性に応答する責任を果たすこと、関係性の中
でその要求に応じることに志向することが道徳であ
るとの立場である。
今後はこのような課題についての議論をWGの

場などにより深め、今後の技術者倫理の共同授業に
おける受講者の教育効果の定量的把握に活かしてい
きたいと考える。

あとがき
新型コロナウイルスによる影響の中、十分なWG

活動ができない状況でしたが、本フォーラムが開催
できたことは、木村教授を始め会場にお越しになら
れた方々やウェブ参加の皆様のおかげと感謝申し上
げます。
今後、少しずつアフターコロナのフェーズに入っ

て行くと思いますが、コロナ禍の遺産として発展し
たハイブリット形式は、今後重要な発信形態ではな
いかと考えます。
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写真-6 1回目道徳性の分類

写真-7 2回目の道徳性の分類


